
 
 
 
 
 

２．簡易モデルの作成－１（解析の為の必須項目） 
 
ここでは単純な８節点のモデルを作成し、操作の流れと解析を実行する為に最低限必要なデータ項目を把握

します。 
 
 ＜解析を実行する為の必須入力項目＞ 

 
下図は STANを起動した画面です。プルダウン・メニュー から [データ(D)] をクリックすると、入力
項目が表示されます。STAN／3Dのデータは、この 20項目より構成されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  その中でも解析を行うためには、以下の 8項目の入力が必要です。 
 

① 初期設定 →単位系を選びます。 
② 材料特性 →モデルの構成材料を定義します。 
③ 断面性能 →モデルを構成する断面形状（剛性）を定義します。 
④ 節  点 →節点座標を設定します。 
⑤ 境界条件 →モデル全体の固定状態を設定します。 
⑥ 骨組部材 →部材を配置します。 
⑦ 節点荷重（荷重データ）→荷重を設定します。 
⑧ 解析ケース→設定した荷重を解析対象にします。 
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 ＜モデル概要＞ 

 
概要 ： ８節点の箱型形状。 

材料 ： データベースより鋼を参照。 

部材 ： 矩形 Ｂ×Ｄで 30ｃｍ×60ｃｍ 

  支点 ： 柱脚全てピン支持とする。 

寸法 ： 一辺 5ｍの正方形形状で、高さ 8ｍとする。（下図参照） 

解析ケース１：一つの節点にＸ方向から 20ｔ、Ｙ方向から 10ｔを同時に加力。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 以降より簡易モデルの新規作成手順を記述します。実際に操作しながら進めてください。 
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１．STAN を起動します  STANが起動され、STANの画面が表示された状態よりの説明となります。 
 
データの新規作成を開始します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．初期設定を行います 

 
初期設定の画面が出ます。単位系と材料を定義した後 [材料特性設定] ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 今回、単位系に [STAN 系] を選択します。 
STAN系とは、STAN内部で独自設定した単
位系です。ｔ・ｍ系を基本とし、材料定数は

Kg・cm、断面形状は cmを利用するといった、
利用頻度の高そうな単位系を組み合わせた単

位系です。 

② [材料特性設定] ボタンをクリック。 

[ファイル]→[データ新規作成(N)] 
をクリック。 
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３．材料の定義を行います 

初期設定の画面が出ます。データベースより鉄の材料定数を参照します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              材料特性データデースが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             データベースのデータが挿入されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [ＤＢ参照] ボタンをクリック。 

② [鋼] の行のチェックボックスをクリック。 

③ [データ反映] ボタンをクリック。 

④ [ＯＫ] ボタンをクリック。 

④ 初期設定画面に戻ります。 [ＯＫ] ボタ
ンをクリック。 
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４．断面性能の定義を行います 

 
断面性能のデータを表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                断面性能データが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [データ]→[断面性能] をク
リック。 

② 一つだけ形状定義を行います。 
断面記号→１、 
材料番号→１（先程定義した材料）、 
種別→１（種別が一つなので）、 
形状→１（矩形を意味します）、 
Ｐ１→30（矩形の横幅 30cm）、 
Ｐ２→60（矩形の高さ 60cm） 
を入力します。 

③ 断面の入力が完了したら [ＯＫ] ボタン
をクリック。
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５．グリッド機能でベースとなる形状を作成します 

編集メニュー を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            グリッドによるデータ作成の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 画面上を [右クリック] で、この 
メニューが出ます。メニュー下方の

[グリッド] をクリック。 

② グリッド数とスパン長の指定を行
います。 
ＸＹＺのスパン数→１ 
ＸＹスパン長→５（ｍ） 
Ｚスパン長→８（ｍ） 
を入力し [ＯＫ] ボタンをクリッ
ク。 
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６．モデル図に節点番号等のデータ情報を表示します 

[表示項目] のボタンをクリックして表示したい項目を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     モデル図に選択された情報が表示されます。（節点荷重は未定義なので表示されません。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以降の作業に備えて必要な情報を表示させておきます。 
表示項目 をクリックして選択項目の [部材番号] と [節点番号] と [節点荷重] 
にチェックを付けて（上図を参照）、[ＯＫ] をクリック。 
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７．支点（境界条件）を設定します 

1番の節点を [ダブルクリック] して、表示された画面でピン支点を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             ピン支点を表す三角形が柱脚に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 節点を [ダブルクリック] すると右図が表示
されます。[拘束条件] の欄は上から、 
変形-xyz、回転-xyz を示します。最初の３つ

に [拘束または強制変位] を設定します。これ
で変形は全方向拘束するが回転は拘束しない、

ピン支点の設定になります。 
以上を入力後 [修正＆終了] をクリック。 

② 同じ操作を、足元の節点 
( 2～4 )全てに行います。 
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８．荷重を設定します 

今回は節点荷重を設定します。５番の節点を [ダブルクリック] して、表示された画面で入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              節点荷重を表す矢印と数値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 節点を [ダブルクリック] すると下図が表示され
ます。[荷重] の欄は上から、並進方向力-xyz、回
転力-xyz を示します。最初の２つに [20]、[10] を
それぞれ入力します。これで、X方向に20t、Y方向
に10ｔ を同時に加力した事になります。 
以上を入力後 [修正＆終了] をクリック。 
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９．解析ケースを設定します 

設定した節点荷重は [荷重定義１] に蓄えられています。この [荷重定義１] を解析ケースとして設定し
ます。ただ 荷重定義 を行っただけでは解析対象になりません。解析を行うには、解析ケースでの設定
が必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [データ]→[解析ケースデータ]
をクリック。 

② 荷重定義 を解析ケースに設定します。
解析ケース番号→１ 
解析ケース名→何か名称を付けます 
境界条件番号→１ 
浮き上り→設定しません 
１A→１(解析したい荷重定義番号) 
１B→１(倍率)   を入力します。 

③ 入力が完了したら [ＯＫ] ボタンをクリッ
ク。 
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１０．ファイルを保存します 

 
以上で８つの必須項目の入力が完了です。これで解析が可能です。 
   ① 初期設定 →単位系 

② 材料特性 →モデルの構成材料 
③ 断面性能 →モデルを構成する断面の形状（剛性） 
④ 節  点 →節点座標 
⑤ 境界条件 →モデル全体の固定状態 
⑥ 骨組部材 →部材の配置 
⑦ 節点荷重（荷重データ）→荷重 
⑧ 解析ケース→解析対象となる荷重定義番号 

 
 
  解析を実行する前にファイルを保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 何か新規でファイル名を入力して [保存] 
をクリック。 

① [ファイル]→[入力ファイルに名前を付けて保存]
をクリック。下図画面が出ます。 
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１１．解析を実行します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 解析の進行を示す「白い画面」が表示されますが、一瞬で閉じてしまいます。（大きなモデルでしたら確認

できると思います。）その後再び上図の画面に戻りますので [終了] をクリックしてください。以上で解析の
実行は終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [解析・他]→[解析実行] をクリック。 
下図画面が出ます。（ファイル保存を 
していない場合は反応しません。） 

② 出力内容は、解析の状況に 
 より設定を行います。 
今回は、出力内容は何も設定 
しないで [計算実行] を 
クリックします。 

③ 解析が終了していれば結果表示モード
に移ることができます。 
 [結果表示] のボタンをクリックして 
結果表示モードへ移ります。 
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１２．変形図を表示します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① [結果表示]→[応力表示基本設定] をク
リック。下図が表示されます。 

③ 適切な表示設定がされていれば
[結果表示]→[変位] と選択する
だけで表示のオン・オフが可能で

す。（他の応力も同じ） 

② [変位] のタグをクリック
します。 [表示応力] で 
[Ｄ] を選択して、後は右図
と同じ設定で [ＯＫ] をク
リックすれば下画面のよう

な変形図になります。 
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１３．結果リストを表示します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全節点の変位が出ています。「DIS」は変形量、「ROT」は回転角を示します。η１、η２、η３は、
各節点の持っている座標系（変位座標系と呼びます）の X,Y,Z を意味します。よって左から順に、節

点番号、X方向変形量、Y方向変形量、Z方向変形量、X軸回り回転角、Y軸回り回転角、Z軸回り回
転角となります。確認ができましたら、スクロール・バーで画面をさらに下側に移動して [骨組部材
の部材端力] を表示させます。 

 

① [結果表示]→[解析結果リスト出力] 
をクリック。このコマンドは [結果表示モード] 
でなければ選択できません。 

② 出力項目は解析の状況により 
 設定を行います。 
今回は [全て出力] を選択して
[ＯＫ] クリック。 
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一番左の番号が部材番号です。AXIALは軸力、SHEARはせん断力、MOMENTはモーメントを示し
ます。部材番号の下の番号は部材の材料番号です。STANでは各部材の両端を I端、J端と呼びます。
SHEAR及び MOMENTの後に付いている -x,-y,-z は、部材の持っている座標系（部材座標系と呼
びます）を示します。ちなみに部材座標系の X は部材の軸方向ですので「M0MENT-x」は、ねじれ
（トルク）を示します。 

 
※ 確認ができましたら [終了] をクリックしてください。解析結果出力コントロール画面 に戻りますの
で、ここでも [終了] をクリックしてください。 

 
 
１４．ＳＴＡＮ を終了します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保存確認の画面が現れた場合、[はい(Y)] をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
 
以上で終了です。 

[ファイル]→[STAN／3D 終了] をクリックすれば終了します。 


